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山
田
家
の
あ
ら
ま
し

　
山や

ま

だ田
庄し

ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門
家
の
先
祖
は
戦

国
浪
人
と
伝
え
ら
れ
、
元げ

ん

な和
年
間

(

１
６
１
５
～
２４
年)

に
江
部
村

（
現
在
の
中
野
市
江
部
）
に
来
住

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
３
代
目
が
初
め
て「
庄
左
衛
門
」

を
名
乗
り
、大
量
の
田
畑
を
集
め
、

穀
物
売
買
や
酒
造
業
を
営
み
ま
し

た
。

　
７
代
庄
左
衛
門
顕
孝
は
文

人
「
松し

ょ
う
さ
い斎

」
の
号
で
知
ら
れ
、

『
経け

い
て
ん
こ
く
め
い
こ
う

典
穀
名
考
』
な
ど
の
著
作
を

残
す
と
と
も
に
、
江
戸
や
京
都
の

さ
ま
ざ
ま
な
文
人
た
ち
と
交
流
し

て
い
ま
す
。

　
幕
末
に
は
、
幕
府
領
中
野
代
官

所
の
金
融
に
関
与
し
、
千
曲
川
瀬

直
し
問
題
に
も
深
く
関
わ
り
ま

す
。

　
明
治
以
降
は
地
域
の
公
職
を
歴

任
し
、
1２
代
荘
左
衛
門
は
貴
族
院

議
員
・
衆
議
院
議
員
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。

　
明
治
以
降
に
お
け
る
山
田
家
の

経
済
活
動
は
、
土
地
の
集
積
か
ら

横
浜
生
糸
貿
易
・
証
券
投
資
・
銀

行
経
営
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

（
仮
称
）山
田
家
資
料
館
の
概
要

　
平
成
２0(

２
０
０
８)

年
に

山
田
家
の
土
地
・
建
造
物
、
歴
史

資
料
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
敷
地
面
積
は
３
９
７
０
平
方
㍍

（
約
１
２
０
０
坪
）
で
、
土
蔵
な

ど
の
建
造
物
、
庭
園
、
古
文
書

（
約
１
万
４
０
０
０
点
）
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
資
料
を
収
蔵
し
、

市
民
に
公
開
す
る
施
設
が(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
で
す
。

　
現
在
、
美
術
工
芸
品
、
絵
画
、

生
活
用
具
、
民
具
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
今
後
報
告
書
を
刊

行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

家
屋
敷
　
敷
地
面
積
３
９
７
０
平

方
㍍
（
約
１
２
０
０
坪
）

建
造
物
群
　
質
蔵
・
文
庫
蔵
、隅

の
蔵
、
裏
門
、
六
間
蔵
・
二
間

蔵
、
表
門
、
母
屋
、
奥
座
敷
、
新

座
敷

庭
園
　
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と

思
わ
れ
ま
す

収
蔵
資
料
　

○
古
文
書
『
東
江
部
村
山
田
庄
左

衛
門
家
文
書
目
録
』
（
全
３

冊
・
１
万
３
７
８
８
点
掲
載
）

○
典
籍
類
・
美
術
工
芸
品
な
ど

※
こ
の
ほ
か
、
家
具
・
供
膳
具
・

食
器
・
衣
類
・
農
具
・
酒
造
道

具
な
ど
を
収
蔵

資
料
館
の
見
ど
こ
ろ

　
母
屋
は
昭
和
４7(

１
９
７
２)

年
に
建
て
ら
れ
、
館
内
に
収
蔵
資

料
を
展
示
す
る
展
示
室
が
あ
り
ま

す
。

　
山
田
家
の
敷
地
を
取
り
囲
む
よ

う
に
建
っ
て
い
る
土
蔵
群
は
、
い

ず
れ
も
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
建
造
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
質
蔵
・
文
庫
蔵
は
嘉
永
元

(

１
８
４
８)

年
、
六
間
蔵
・
二
間

蔵
は
明
治
13(

１
８
８
０)

年
の
建

造
で
す
。
裏
門
は
、
か
つ
て
飯
山

城
の
城
門
で
あ
っ
た
も
の
を
移
築

し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

（仮称）山田家資料館
中野市の歴史と文化に触れる

庭園

奥座敷

新座敷
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庭
園
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
作

庭
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
庭
園
を

一
望
で
き
る
奥
座
敷
は
、
明
治
時

代
、
東
京
か
ら
大
工
が
来
て
建
て

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

利
用
案
内

所
在
地
　
中
野
市
大
字
江
部
４6
番

地
３

開
館
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５

時休
館
日
　
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始(

1２
月
２9
日
～

１
月
３
日)

入
館
料
　
無
料

資
料
閲
覧

　
教
育
委
員
会
が
発
行
し
た
『
東

江
部
村
山
田
庄
左
衛
門
家
文
書
目

録
』(

全
３
冊)

に
掲
載
さ
れ
て

い
る
古
文
書
を
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
展
・
講
演
会
の
開
催

　(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
で
は
、

特
別
展
や
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
幕
末
に
江
戸
か
ら
信

州
に
下
り
、
山
田
家
の
女
子
教
育

に
当
た
っ
た
岩い

わ

い井
貞て

い(

貞て

い

こ子)

と

い
う
女
性
の
生
涯
と
と
も
に
、
明

治
期
の
学
校
制
度
の
成
立
と
娘
た

ち
の
学
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

特
別
展

テ
ー
マ
　
激
動
の
幕
末
か
ら
明
治

を
生
き
た
女
性

期
日
　
６
月
１
日
㈯
～
30
日
㈰

※
期
間
中
は
毎
日
開
館

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場
　(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
展

示
室

※
５
月
２7
日
㈪
～
31
日
㈮
、
７
月

１
日
㈪
～
５
日
㈮
は
展
示
替
え

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

講
演
会

テ
ー
マ
　「
女
流
歌
人
岩
井
貞
子

の
生
涯
」

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

期
日
　
６
月
２２
日
㈯

時
間
　
午
後
２
時

講
師
　
樋ひ

ぐ

ち口
和か

ず

お雄
さ
ん
（
木
島
平

村
教
育
委
員
会
文
化
財
調
査
専
門

幹
）

会
場
　(

仮
称)

山
田
家
資
料
館
六

間
蔵

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

(

仮
称)

山
田
家
資
料
館

☎
�
２
９
５
５

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

文
化
財
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
２
）

展示室

展示品

資料館正面

六間蔵

裏門


